
秋も深まり、ここ、南信州最南端の遠山郷八重河内地区小嵐川流域も、いっきに紅葉が進みました。

小嵐川に沿って秋葉道（秋葉街道）が跡を残し、青崩れ峠を越え信仰の道、塩の道としてその昔使われました。

街道沿いには、石垣や観音様等石碑も点在し在りし日を伝えています。

小嵐川流域では、現在3つの砂防関連工事が進められております。「小嵐川砂防工事安全協議会」を立ち上げ

無事故で工事が完遂出来るよう取り組んでいます。

遠山川砂防出張所の一節

工事用道路全区間を望む

【工 期】 令和2年10月1日から令和4年３月29日まで

■ 現場から進捗状況のご報告 ■

皆様、こんにちは！池端工業株式会社の小林と申します。

小嵐川第3砂防堰堤を建設するための工事用道路を整備するもので、昨年10月より工事を進めております。

小嵐第1砂防堰堤堆砂敷きより第2砂防堰堤を超え、およそ600ｍの延長の工事用道路の施工を行っておりま

す。目的地の第3砂防堰堤まで程なく到達し、今後工事対象区間の伐採搬出作業、舗装工事等となります。

国道152号線の通行止区間内での工事ではありますが、秋葉道、青崩れ峠探訪、熊伏山登山のハイカーの

皆さんが安全に通行できる様秋葉道の保全と工事に取り組んでおります。
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現場挨拶

皆様、初めまして吉川建設株式会社の山﨑と申します。

私が担当する工事は左上の地図にありますように、現在小嵐川にある第２砂防堰

堤の上流に第3砂防堰堤を建設する工事です。

今回施工する堰堤は下の図のように大雨による土石流が発生した場合、大きな石

や流木などを止め,下流地域の災害を防ぐ役割があります。

皆様にご不便をかけることもありますが、地域を守る砂防堰堤を安全に工事がで

きるよう努めてまいりますので、よろしくお願い致します。

現場代理人の山﨑和幸です。

（監理技術者兼務）
現場担当の稲垣静麻です。

（20代の若手技術者です）

【工 期】 令和3年4月1日から令和5年3月31日まで

土石流

大きな石,立木が止まる砂防堰堤の建設完了

【工 期】令和3年5月6日から令和4年3月18日まで
現場挨拶

初めまして株式会社トライネットの齊藤と申します。

当社が担当する工事は、現在小嵐川にある第1砂防堰堤をコックリートで厚さを

増し、立木を止める鋼製スリットを設置する工事です。

８月より工事を開始し、現在右岸側の増厚工事がほぼ完成しております。引き続

き左岸側に取り掛かり、中央部の鋼製スリットの設置工事へと移っていく予定でお

ります。

地域の皆様にはご不便をおかけしますが、安全に早期完成を目指して参りますの

で、ご協力のほどよろしくお願い致します。

完成イメージ

左岸側 右岸側

鋼製スリット

野牧 慎治

（管理技術者）

齊藤 毅

（現場代理人）

私たちが

工事を担当します！

【施工】（株）近藤工務店

昨年7月の出水で、上村川支川

大島河原（飯田市上村）は大量

の流水と大きな巨石が流れ込み、

川は激しく削られ護岸が大きく

損傷しました。

この度、現地にある巨石など

を利用し、周りの景観に馴染ん

だ護岸を復旧しました。 ＊「床固工のはたき」の詳細は 事務所ＨＰをご覧ください。


